
教科シラバス（ 外 国 語 科 ） 
科 
目 
名 

英語コミュニケーションⅡ 
履修学年 履修単位 履修形態 授業形態 

２ ２ 必 修 一 斉 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

All Aboard! English Communication Ⅱ（東京書籍） 
All Aboard! English Communication Ⅱ WORKBOOK（東京書籍） 

科 目 の 概 要 

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場

面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

学 習 目 標 

日常的な話題や社会的な話題について、一定の支援を活用すれば、 

１必要な情報を聞き取ったり読み取ったりし、話し手や書き手の意図を把握し、概要や要点を目

的に応じて捉えたりすることができる。  

２基本的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けたり、

気持ちや論理性に注意して話して伝え合ったり、書いて伝えることができる。 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム 

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１
学
期 

Pre-Lesson  My Plans for This Year 

 

Lesson 1  A Colorful Island 

 

Lesson 2  With the Beatles 

 

 

・今年の計画について考え、クラスメートと対

話やインタビューをする。 

・イタリアのブルーノ島への旅行を報告する

SNSを通して、その特色について学習する。 

・ラジオ番組の視聴者とディスクジョッキーの

対話を通して、世代を超えて人気のあるバン

ドについて学習する。 

２
学
期 

Lesson 3  Wild Men 

 

 

Lesson 4  Little Hero 

 

 

・ヨーロッパの国々の祭りに登場する「ワイル

ドマン」についてのスピーチを通して、人間

社会と自然について考える。 

・世界最小の鳥であるハチドリを紹介する記事

とハチドリの物語を通して、不断の努力と不

屈の心について考える。 

３
学
期 

Lesson 5  Special Makeup in Kabuki 

 

 

Reading 1  Mujina 

 

・日本の伝統文化である歌舞伎と隈取について

学習する。 

 

・江戸時代を舞台にした怪談を読み、情景や登

場人物の心情を読み取る。 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

外国語の音声や語彙、表現、文法、

言語の働きなどについて理解を深め

ている。 

外国語についての音声や語彙、表

現、文法、言語の働きなどの知識を、

聞くこと、読むこと、話すこと、書く

ことによる実際のコミュニケーショ

ンにおいて、目的や場面、状況などに

応じて適切に活用できる技能を身に

付けている。 

コミュニケーションを行う
目的や場面、状況などに応じ
て、日常的な話題や社会的な話
題について、外国語で情報や考
えなどの概要や要点、詳細、話
し手や書き手の意図などを的
確に理解したり、これらを活用
して適切に表現したり伝え合
ったりしている。 

外国語の背景にある文化に
対する理解を深め、聞き手、読
み手、話し手、書き手に配慮し
ながら、主体的、自律的に外国
語を用いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしている。 
 

評価方法及びその他留意事項 

定期考査、学習態度、授業におけるパフォーマンステスト（音読テスト・プレゼンテーション・
スピーチ等）の状況を含め、上記３つの観点から総合的に評価する。 

 


